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　まず、私が大切にしていることは「私たちは皆、仏性という仏さまの種を
持っている。しかし、そのことに気づき、育てていかなければ芽は出ない」
ということです。弘法大師さまのお言葉をお借りすれば、「宝珠ははじめか
ら宝珠としてあるのではなく、一生懸命磨くからこそ光り輝く」となるで
しょうか。
　そもそも私は、お釈迦さまに直接法を説いていただいたことも、弘法大
師さまのように蛍雪の功を積んだわけでもなく僧籍に身を置いています。
そんな私を「和尚さま」と敬称をつけて呼んでくださる方や、「厳しい修行
だったのでしょう」と声をかけてくださる方がいらっしゃいます。確かに
総本山での修行は早寝早起き、定められた行と座学、合間に作務を務める
辛い毎日でした。なぜなら、世の中には一生懸命働き、家族を養い、日々神
仏に手を合わせている人が大勢いるのに、私といえば、現代版職業出家者
とはいえ、拝むための修行なのか、飯を食べるための修行なのか、修行の目
的が分からなくなってしまったからです。
　また、「和尚さま」と呼ばれるにふさわしく何か道を示しているかという
と、先師の言葉を引いてはそれっぽくお話しするばかり。申し訳ないと思
いながらも、僧籍を辞す勇気もなく過ごしています。それでも、そういった
方とお話をした後は「これではいけない」と反省し、その方に心の中でそっ
と手を合わせます。そして何日か、はたまた何時間かは僧侶らしく過ごす
のです。つまり、私が僧侶らしく振る舞えるのは皆さんのおかげなのです。
ご本尊さまが皆さんの姿、言葉、心持ちをとおして私に気づきを与え、仏性
を磨く機会をくださっていると感じるのです。このよう
な出会いは、私だけの特別な体験ではないはずです。
　もし、俯いて反省するたびに地中に隠れた仏さまの種に
感謝という栄養を注いでいったならば、いつかその種は見
上げるほどの大樹となって美しい花を咲かせることで
しょう。なぜなら、その芽は大いなる光に向かって真っす
ぐ伸びていくのですから。皆さんの毎日がそのような出会
いと感謝で満たされたものとなることをお祈りします。

　代務者とは代表役員や責任役員が，何らかの事情や理由があって欠員となったり長期間職務を行うこ

とができない場合に置かれる職務代行者のことをいいます。代務者も宗教法人法に定められた法人の機

関の１つです。代務者は，代表役員のところで述べた代理人とはちがいます。

　宗教法人法第２０条は，代務者を置く場合を２つ定めています。１つは代表役員または責任役員が死亡

その他の事情や理由で欠けた場合に，すぐには後任の人を選ぶことができないときです（宗教法人法第２

０条１項）。

　２つ目は代表役員または責任役員が，病気その他の事情や理由で，３カ月以上その職務を行うことがで

きないときです（宗教法人法第２０条１項２号）。
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＜代務者とは＞　

　代務者は代表役員と責任役員について置かれますが，その理由はこうです。代表役員と責任役員は，宗

教法人の管理運営にどちらも欠かせない，いわば車の両輪のような大事な機関です。でも一時的ならばこ

れを欠いても宗教法人の存在に影響はありません。しかし，このことによって宗教法人の活動が停滞し，法

人自身や第三者に損害を及ぼすなど悪い影響を与えるようなことがあっては困ります。これを未然に防ぐ

ために置かれる機関が，代表役員代務者や責任役員代務者です。

＜代務者をおく理由＞

　代務者の資格は規則で定めます。通常，代表役員代務者は，宗教上の地位または宗教法人における一定

の地位にあることが必要とされています。寺院では,代表役員代務者に住職代務者に充てる場合が多くみ

られます。責任役員代務者は，責任役員となる資格を備えている人のなかから選任するとされている場合

が多くあります。

　欠格事由については，責任役員や代表役員の場合とまったく同じです（宗教法人法第２２条）。

＜代務者の資格＞ 　
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